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92 号（2020 年 11 月発行）の記事要旨と参考文献 
参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにしています（特

に PubMed アブストラクトへリンクできるよう） 
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p123 Editorial 『アマチュアリズム』        

    Free https://www.npojip.org/chk_tip/92-Editorial.pdf 
p124-126 

 

 
キーワード：：バロキサビル、タミフル、ランダム化比較試験、耐性変異、検査陰性有症状者 
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横断性脊髄炎、多発性硬化症   
記事は Free です https://www.npojip.org/chk_tip/No92-f05.pdf また Free の Web 資料があります。 
Web 資料図 SARS-CoV-2 とワクチン候補の構造概略図 https://www.npojip.org/chk_tip/No92-f06.pdf 
Web 資料表１：ワクチン候補の種類と代表的製剤 https://www.npojip.org/chk_tip/No92-f07.xlsx  

Web 資料表２：臨床試験報告のあるワクチン候補一覧 https://www.npojip.org/chk_tip/No92-f08.xlsx  
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・DOACとワルファリンの作用の違い 
・APSが血栓を起こしやすい理由 
・凝固系・抗凝固系における正・負のフィードバック 
・トロンビンやXa因子を阻害すると 
・DOACは血小板を強く凝集 
・非弁膜症性心房細動一般でも血栓リスクが 
・Prescrire誌やISDBに働きかけます 
キーワード：抗リン脂質抗体症候群（APS）、凝固系、抗凝固系、プロテインＣ系、フィードバック、血小板凝集 
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・異なるワクチンの接種間隔を緩和 
・アミノ酸静注用製剤における禁忌の見直し 
・インスリンバイアル製剤の過誤 
・医療情報データベースを活用した小児臨床開発 
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編集後記 
★昼夜を問わず、よく空を見上げる。十五夜のときはベランダから満々の満月と火星を眺め、翌日は夜

明け前の沈みゆく大きな月を玄関先から見、ベランダにとってかえって太陽が昇るのを待った。その日

は一日中、晴れやかな気分だった★学生時代に山岳部の合宿で登った立山でテントから見上げた星空に

圧倒されたのがきっかけかもしれない★宇宙葬というのがあるらしい。でも、スペースデブリ（宇宙の

ゴミ）となって宇宙に迷惑をかけないのだろうか？（デブリ回収屋が主人公の「プラネテス」という漫

画がある）★宇宙葬にもいろいろあるらしく、「遺灰を納めたカプセルを人工衛星で宇宙に送り、数か月

から１年で人工衛星は大気圏に再突入し、流れ星となって燃え尽きる」という流れ星タイプならいいか

な？★だが、だ。宇宙へ行けるのはほんの数グラムの遺灰！ しかも、衛星を打ち上げるエネルギーは

温暖化に拍車をかける？ もっと調べてみよう。（さ） 


